
《学部消息 》

モ教 授
A

元年 3月 15日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議題 (1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)物品寄附の受入れについて

に)昭和63年度卒業者の決定について

働 学部学生の休学について

G)学部研究生の入学について

17)学部研究生の期間延長について

18)平成元年度受託研究員の受入れについて

19)平成元年度私学研修員の受入れについて

元年 4月 19日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議題 {1)前回議事録承認

{0 人事異動等報告

元年 5月 17日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号 室

議題 (D 前回議事録承認

12)人事異動等報告

G)人事委員会報告

14)企画委員会報告

幅)理学院計画委員会報告

G)そ の他

131 奨学寄附金の受入れについて

(4)物品寄附の受入れについて

り 平成元年度私学研修員の受入れについて
(0 教務委員会報告

仔)人事委員会報告
(8)会計委員会報告

9 企画委員会報告
l101 理学院計画委員会報告

任0 その他

|)

は0平 成元年度民間等との共同研究の受入れについて
任J 人事委員会報告

02 会計委員会報告

10 企画委員会報告

14 理学院計画委員会報告

09 理学院計画第 3次素案について

こ0 地球物理研究施設長の選出について

は

' 
素粒子物理国際センター長の選出について

は0 その他

理 学 博 士 の 学 位 取 得 者

〔平成元年 1月 30日 付 (8名 )〕

専 攻 氏 名  論 文 題 目

論 文博 士  光 本 茂 記  室内実験による海陸風と斜面風に関する研究
論 文 博士  加 藤 辰 己  サヮオトギリ群の分類学的研究
相関理化学  桜 井   カ  スズ (Ⅳ)カルコゲナイドの光物性の研究
論 文 博士  中 村 貴 義  導電性ラングミュアーブロジェット膜に関する研究
論 文 博 士  安 藤   清  グラフと補グラフ

植 物 学  朴  龍  睦  海岸砂丘地におけるメヒシバとオヒシバの分布に関する生理生態学的研究
論 文博士  青 山   隆  気相,液相,固相からの半導体結晶成長
論 文博 士  海 津   聡  多くの小さい穴の境界上に半線形境界条件を課されたポアソン方程式の解の漸近

挙動

01
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〔平成元年 2月 27日 付 (9名 )〕     、
専 攻 氏 名  論 文 題 目

論 文博士  大 鹿 健 一  クライン群の列の極限について

論 文 博 士  伊 藤 和 男  イオン打込みとアニーリングプロセスにより作成した高濃度ドープSi薄層及び

細線の電子局在の研究

論 文博 士  山 谷   純  トランスジェニック植物における植物RNAウ イルスおよびウィロイド発現系の

構築 ヽ

論 文 博士  高 松 信 彦  TMV― RNA非翻訳領域の解析及びTMV― RNAの ベクター化

地球物理学  木 川 栄 一  海洋地磁気異常を担う原因層について

論 文 博士  加 藤 茂 孝  風疹ウイルスの生化学的および免疫学的研究

論 文博 士  渡 部 芳 夫  瀬戸川―小仏一嶺岡帯の堆積盆発達史

論 文博士  東海林 まゆみ  定常波の分岐問題に対する分岐解について

論 文博 士  大 枝 一 男  時間と共に境界が変化する領域における熱対流方程式の弱解と強解

〔平成元年 3月 16日 付 (10名 )〕

論 文 博 士  前 田 晴 良  白亜紀後期アンモナイト;《 ヨコヤマオセラス"属と くキッチニテス (ネ オプゾ

ア)"属の二型関係について

論 文 博士  榊     岡1  オゾンによる植物の初期傷害と膜脂質の代謝変動

論 文博士  長谷り|1 登志夫  シクロヘプタトリエンチオンの合成および性質

論 文博士  江 藤 弘 純  L― トリプトファン,ユ ビキノンー10,15-ジ置換イミダゾール誘導体の実用

化を目指した合成研究

論 文博士  須 埼 純 一  岩石および鉱物の熱伝導率に及ぼす圧力の効果

論 文博 士  細 谷   睦  3次元インダクタンス計算

地球物理学  高 柳 昌 弘  深海底雄積物中の希ガス

地 理 学  渡 辺 満 久  東北日本の火山フロント沿いにおける,活断層・火山の相補的分布と低地帯の分

化様式

同   上  茅 根   創  琉球列島 。マリアナ諸島における完新世の裾礁の発達

同   上  山 田 晴 通  わが国におけるCATV(有 線テレビジョン)の存立基盤

〔平成元年 3月 29日 付 (1名 )〕

論 文博 士  大 島 康 裕  高分解能分光法と電子線回析法による分子および分子錯体の構造と分子内振動の

研究

〔平成元年 3月 29日 付 (92名 )〕

数   学  山 村   健  Hilbertの 既約性定理のある類似と打数体の分布

同   上  有 木   進  退化ヘッケ環と退化q― シューァ環の分解係数について

同   上  松 澤 淳 一  古典リー群の geneFaliZed exponentsに ついて

同   上  黒 瀬   俊  双対接続とアフィン幾何

情 報 科学  吉 田 広 行  拡張再帰グラフ型式にもとづくプロトコルの仕様記述法式

同   上  太 田 克 弘  k連結グラフの非臨界部分グラフ

同   上  鎌 田 富 久  抽象データの図化に関する研究

〇
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専 攻 氏 名  論 文 題 目

情 報科学  木 下 佳 樹  静的意味論へのモジュール構造の付加について
同   上  自 田 由香利  拡張メニュー方式ソフトウェアのための自動生成方法論
同   上  乃 万   司  幾何的作図,制約,及び伝播
同   上  森 継 修 一  数式処理アルゴリズムの研究
物 理 学  森   茂 樹  He,Ne,Ar原 子による低速陽電子の非弾性散乱
同   上  鶴 井 博 理  固相化DNAプ ローブの基礎と応用
同   上  瀧 田 正 人  神岡核子崩壊実験測定器による大気ニュートリノフラックスの実験的研究
同   上  山 田 貢 己  スピン1/2ハ イゼンベルグ鎖の相関距離
同   上  池 上 高 志  免疫ネットワークのモデル :抗原抗体複合体の役割
同   上  石 橋 延 幸  開弦理論の構築
同   上  磯 田 和 良  ショウジョゥバェ胚の極性形成に異常を示す母性突然変異の生化学的研究

:   l  i 辱   層  を箕 裔 聾 Z覇 F暮勇 iT型
励起

                      01

同   上  大 槻 東 巳  有限シリンダー上の量子Hall効果における電子状態及び電流分布
同   上  大野木 哲 也  異常U(Dゲージ群のある四次元弦理論に於ける超対称性の破れ
同   上  国 場 敦 夫  A」 1)こ付随した新しい可解格子模型の族
同   上  小 松 晴 子  希ガスーハライド・エキシマー生成直後の内部状態分布
同   上  後 藤 貴 行  微粒子中の異常核スピン緩和
同   上  下 村   裕  コリオリカ及びローレンッカを受ける剪断乱流の統計理論
同   上  杉 野   修  リチウム金属超微粒子の電子構造と安定性
同   上  田 嶋 直 樹  原子核の非軸対称変形の自由度とK異性的崩壊
同   上  堂 谷 忠 靖  連星X線源からのX線強度の準周期的振動
同   上  中 川 賢 一  NH3分 子の倍音振動における振動局在化
同   上  中 野 愛一郎  電子液体の動的相関構造の研究
同   上  中 谷 正 吾  有限バンドポテンシャルによるパイエルス系の解析
同   上  朴  I奇  宅  高温超伝導体関連物質の電子状態計算

:   i  暫 よ   量  ぎWTR誦窮ヅ饉躍璧嘉究                      0
同   上  三 木   敬  N=3超 共形代数
同   上  宮 澤   透  一変数フォッカー・プランク方程式の理論
同   上  室 尾 和 之  レーザープラズマによる軟X線 レーザー基礎過程の分光学的研究
同   上  横 道 治 男  電子核二重共鳴によるアモルファスシリコンおよびその合金系におけるダングリ

ングボンド中心の研究

同   上  横 山 寿 敏  ハバードモデルの変分モンテカルロ法による研究
同   上  吉 田 篤 正  「ぎんが」で観測されたガンマ線バーストのスペクトル構造の研究
同   上  笙1  良  鋼  カイラルσ_0模型における核物質の量子効果
同   上  渡 辺   聡  化合物半導体中の遷移金属不純物の多重項構造
天 文 学  綾 仁 一 哉  高分散分光観測による2型セイファート銀河の幅の狭い輝線の放射領域のガスの

運動と構造の研究

同   上  川 邊 幸 子  連続波電波源いて座Aコ ンプレックスをとりまく分子ガスの開口合成観測
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専 攻 氏 名  論 文 題 目

天 文 学  茂 山 俊 和  超新星の光度曲線の理論的モデル

同   上  西 川   淳  太陽面精密測光観測装置の開発及び白斑・黒点の放射強度の観測

同   上  吉 岡   諭  爆発によって形成された宇宙論的衝撃波の衝突と宇宙の大構造の形成

同   上  吉 川   真  カークウッドギャップにある小惑星の運動

地球物理学  井 田   茂  ケプラー粒子の衝突確率と惑星成長

同   上  大 谷 晋 一  地球磁気圏内における大規模沿磁力線電流系

同   上  小 村 健太朗  オリビンのオリビンースピネル転移に伴う電気伝導度変化

同   上  樋 □ 知 之  マグネトシースにおける磁場擾乱の定量的研究

化   学  赤 澤 方 省  金属表面上での低速イオンの中性化と反応

同   上  岩 田 耕 一  マイクロ秒時間分解赤外分光システムの開発とその応用

同   上  浦 野 妙 子  分光学的手法を用いたトランスーステルベンの光異性化反応の研究

同   上  奥 出 幸二郎  光学活性ジアミン白金錯体の構造

同   上  久 保 謙 哉  ミュオンの化学的挙動の研究

同   上  佐々木   誠  抗腫瘍性クアシノイド,ブルセアンチンの全合成

同   上  田 原 太 平  過渡ラマン分光法による芳香族カルボニル化合物の最低励起二重項状態の研究

同   上  中 嶋   敦  電子および原子の衝突によって誘起される化学反応の動力学―レーザー誘起蛍光

法と分子ビーム法の応用

生 物化 学  丹 治 雅 夫  魚類ペプシノーゲンの構造と機能

同   上  荒 川 秀 雄  α2マ クログロブリンは,いかにプロテアーゼをトラップするか
…トラップ仮設の具体像…

同   上  河 合 剛 太  転移RNAに含まれる修飾ヌクレオシドの動的構造と機能のプロトン核磁気共鳴

による研究

同   上  齋 藤 哲一郎  タバコモザイクウィルス病の外被タンパク質変異から見た分子遺伝学的解析

同   上  宗 行 英 朗  FO Fl ATPaseに よるプロトン輸送に関する研究

同   上  山 梨 裕 司  血球系細胞におけるlyn遺伝子産物の発現について

同   上  渡 辺 嘉 典  分裂酵母における減数分裂開始を決定づける me1 2遺伝子の役割と発現制御

動 物 学  小 村 潤一郎  キンギョ培養細胞の特定遺伝子におけるピリミジンニ量体の選択的修復

同   上  林   恵 子  鳥類胚胃上皮の部域性の成立機構

同   上  藤 田 敏 彦  写真解析を通してみた日本産漸深海底棘皮動物の生態学的研究

植 物 学  竹 重 一 彦  オオシャジクモにおける細胞内pH調節に関する研究

同   上  酒 井 聡 樹  カエデ属における分枝イ申長様式の適応進化

同   上  辛  得  龍  酵母におけるcAMPに よる細胞増殖の調節

同   上  デガィ・分けザ ィ ナガバノイタチシダ複合体 (オ シダ科)の分類学的研究

同   上  光 澤   浩  酵母のアデニル酸シクラーゼに関する遺伝学的研究

同   上  吉 久   徹  酵母液胞膜標識酵素α―マンノシダーゼの遺伝子クローニングとその生合成過程
の解析

地 質 学  山 名   智  Nd同 位体組成から推定される珪長質地殻の進化 ――南韓半島及び西南日本内帯

の比較

同   上  児 子 修 司  日本産デボン紀アクチノセラスロおよびオルソセラスロについて
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専 攻

地 質 学
名

同

同

同

同

上

上

上

上

同   上

相関理化学

同   上

同   上

同   上

同   上

同   上

同   上

論 文博 士

論 文 博 士

論 文 博 士

論 文 博 士

本   隆

原 成 騎
水 以知子

奉  出

越   哲
根 政 美
田 俊 正

増   正

寺 知 成
川 将 司
上 由 夫
野 正 人

岡

荻

清

石

韓国,麟蹄―洪川地域に分布する花同岩類についての岩石学,地球化学及び地球

年代学的研究

「日本石」の進化生物学的研究

埋没続性作用における斜プチロル沸石一輝沸石の相変化

応力に誘起される岩石の微細構造

東シナ海,黄海および大韓,対墨海峡における第四紀堆積過程,構造および海水

準変動史

介形虫 Cythere属の生物史

ダイズ根粒菌の IAA合成酵素遺伝子の単離

分子軌道の立体特性と結合性の解析

強磁場下の 2次元系の非線形伝導現象 :QHEの 破壊と負微分伝導
一次元準結晶に関する自己相似多項式の研究

共鳴ラマン分光法によるバクテリオロドプシンの光反応中間体の研究

有機超伝導体β― (BEDT―TTF)2 13の 圧力下の超格子構造
raS遺伝子産物p21と グアニンヌクレオチドの相互作用に関する研究

〔平成元年 4月 24日 付 (4名 )〕

3次元複素多様体の非特異例外曲線について

FCC金属のイオン照射損傷における電子励起効果
深水動波の相互作用に関する理論的ならびに実験的研究

FGGEデ ータによる 1年間の全球熱収支・水収支解析

塚

関

石

高

堂

中

野

星

|》

中 山

岩 瀬

冨 田

増 田

昇

彰 宏

宏

耕 一

(講師以上 )

所 属
化     ミ吉

中 間 子
化   学
イヒ 〃 学

植   物
数   学
生   化
地   物
数   学
化      ミ許

情   報
物   理

官 職
助 教 授

講   師
客員助教授

教   授

助 教 授
講   師

“

▼

″         舌辛

人 事 異 動 報 告

氏   名
清 水   洋

斎 木 幸一朗
森   義 治
巻 出 義 紘

佐佐木 行 美

飯 野 徹 雄

藤 田  宏
岡 田 吉 美

佐 藤 良 輔

木 村 俊 房

稲 本 直 樹

榎 本 彦 衛

矢 崎 茂 夫

発令年月日

平元。216

平元.3.1

平元.3.31

異動内容    備       考
昇  任  講師から
〃     助手から

併  任  本務 :高エネ研 平元 331ま で
昇  任  アイットープ総合センター教授ヘ

停  年

上
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所 ‐国   営 鐵   民  名  岬 目  築動内容   備      考
動  餞 澤  師 竹 内 重 未 転・3腱 詳 爾
物  撃 教  撥 窮 鷹 麟 人 l軌141.塀 .壁 鼈 ヘ

地■撼 研   ‐″   小I El  商   ″   露 置 換  若
…花  華 懸 薮 譲1昔 醸 二 明   ″  昇  lll l動趨 跡

基. 滝   ″   ‐織 制  縮   ′    r   東鞭
策 種 ―Tr  ″  武 陣  広  ″   ″  鞭 跡 i

化  肇 散  彙 斎 藤 大 部   ′   颯1置 換 水駿財 ち

数  学   ″   松 本 i争 夫   ″   昇, 任 疇 ら   '
北  学| な  問 崎 簾 沿  ″   ″  醜 齢 夢
動  効|   ″   朧 ∬11静榔    ″    ″  1馴 農攀鵬罐から
数  撃 動 茨 種 興 嘩 博 文  ′  壁 任 夕幽 ぼ聰 れ

機  繭|   "   ・l■ 寿 纂 行   ″    ‐″   大撫想蠅躙饉贈ら|
動  物  ″  八 杉 呉 雄  ″  暴 任

‐
鰤 かL

人‐ 類   〃   糎 個 i偏剰審   財     ′   い ら
物  理   ″  裁 輸  興   ″  菫 置換 1鋤断センターから
遺 伝 子  響  来 哺 好 大  ″   ″  聰 ら
動  物 議  錦 童 谷 警 春. ″   ″  駒識 ら

'   
″  霧 暉、晴 霞   ″  転 僑 幽 予輻 ら

講 題,子: 客 量教 1競  古 構 太 彦    ″   併  僑  勒
″  戸 暴 洋 二  ″   ″  蜀

蜀  婦・ 来 罰 光‐   ″     ′   誨 り椰脚瞬醍
中 間1手  ″  森  義 清  ″   〃   晟

客員数握 菫 詢  町 辛庶 4罰|  ♂  財 だ輝罐
纏  蜘  攀1 舞  棄1江 躙 夫: 菫翫 .61.1 配 置 磯  藤 恭 輝 飾 蹄

て助 手)

所 属   官‐勲   風  名  菱伴離l日  銹 麟
‐  嶺     考

化  学 動  子 中 井 俊 ‐ 平漁 2,鮮 体 戦 a■騎驚で‐

1動  .駒   ″  赤 坂:甲 濤 平元 3J 昇 任´ 繭 騨 動燿
物  理   ″   恭 村 勝 文   ″   1鵬睦斬  |ふ ク.231まで
北  学   ″   率 憫 掲 次 平忠 鉱理 停 年
鰹  質   ″  慮 対  宣   ″   か

輸  璽  ″  前 画1藤 一   ″  辞 職
曇  化  ″  睡 澤 ‐ 繭_″   ″:

情  報   ♂  石 翻  講   ″   ´
数  撃   ″   丸:山 量 昌1 報 ,41 寡 警  銹 毅 ヘ

″i  ″  工.醸 噛|  ″   ″  動 群 嚇 い .

情  報   ″   中.藤 早 生   ″    ″   広椰 へ|

化  華   ″   極‐Лけ:,蟄|   ″     ♂   肇鍮議癬軸糀 ヘ

生: に  '″  輌 藤 III夫  ´   ″
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所 属
人   類
地   質

物   理

中 間 子
数   学

(職 員)
所 属

化   学
生   化
動   物

鉱   物

植 物 園
臨   海
事 務 部
数   学
事 務 部

植   物
事 務 部

官 職

助

助

手

手

徳 永 勝 士

渡 部 芳 夫

長 山 好 夫

門 野 良 典

中 村 博 昭

河 澄 響 矢

石 村 直 之

下 村   裕

横 山 順 一

生天目 博ヽ文
田 原 太 平

久 保 謙 哉

北 島   健
荻 原 成 騎

石 橋 純一郎
井 上 英 史

蓮 尾 昌 裕

テ 田 博 一

発令年月日

平元.4 1

平元。4.1

平元。4.16

平元.5.16

発令年月日  異動内容
平元。3 1  転  任

平元。331  定  年

″    辞  職

平元。4.1  配 置 換

″    昇  任

″   配 置 換

異動内容    備
配 置 換  附属病院助手へ

転  任  工業技術院ヘ

休  職  3.3.31ま で

休職更新  2331ま で

採  用

理

化

質

殻

化

理

学

生

地

地

生

物

化

官 職
事 務 官
技   官

事 務 官
用 務 員

技   官
用 務 員

給 与 掛 長

事 務 官
1事務長補佐

学 務 主 任

司 計掛 長

経理掛主任

事 務 官

事務長補佐

学 務 主 任

司 計掛 長

氏   名
菅 澤 理恵子
宮 崎 敏 夫

長 田 美 子

梅 村 久 子

甲 斐 二 人

石 渡 綾 子

星   圭 介
齋 藤 智恵子
蓮 見 公 一

土 居 喜 公

田 申 満 嘉

渡 邊 隆 夫

青 木 道 子

山 田 理 子

木 村   登

Jヒ 川 嘉 一

白 井 照 明

根 本 豊 作

備      考
富山大助手ヘ

附属病院総務課課長補佐へ

経理部経理課課長補佐へ

医学部学務主任ヘ

経理部主計課予算第一掛長へ

附属病院管理課給与掛主任ヘ

附属図書館情報サービス課ヘ

海洋研究所総務課庶務主任から

重霧 製 級 から

法学部大学院掛長から

歴薔穀義馨輩任から

●

―

―

―

Ｉ

Ｌ

―-23-―
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‐■

‐

所 属

事 務 部

地   理

地   物
動   物
事 務 部

数   学
植   物

人   類
化   学
臨   海

事 務 部
地   物

情   報
植 物 園

事 務 部

官 職

給 与 掛 長

人事掛主任

経理掛主任

事 務主 任

事務室主任

事 務 官

守   衛

庶 務 掛 長

専 門職員

鎌 滝 道 子

渡 邊 和 子

増 田 曙 子

朝 野 英 彦

安 部 秀 明

杉 本 美也子
山 谷 弘 美

塩 谷 祥 子

真 原 節 子

山 崎 泰 生

高 橋 喜 博

江 本 桂 子

古 谷 具 子

黒 澤 聖奈子

高 田 広 章

東 城 忠 幸

堀 内   勉

月ヽ 谷

配 置 換

氏   名   発令年月日

北   f英1介  平元14.1

1植 木 祐 輔    ″

渡 遭 和 子    ″

異動内容    備       考

配 置 換  塁恣 塁倹貫惚彎

昇  任  人事掛から

〃   蒸酋製畿扉会計掛から
″   事務部庶務掛主任から

数学から

人類から

地理から

臨海から

用度掛から

化学から

地物から

庶務部人事課から

附属病院医事課から

実務研修生から

平元.4.15

平元.5.1

辞  職
配 置 換  東洋文化研究所庶務掛長へ
庶務掛長併任

所  属 受入れ教官 国   籍

化 学 科 増田 教授 申〒全暑国

外国人客員研究員報告

現

内蒙古大学講師

名

　

Ｕ
魯

Ｌ

氏
　
α
其

研究員期間

元.4.1～
2.3.31

元.524～
元.10.28

備  考

637教授会
了承済みの

延長

」ANSZKY,
物理学科 小林助教授 バンガリー   」OZSef

ドイツ連邦 GELBERG,
共和国    Adrian

辱学馨 米田 教授 
中華全需国 Tぶ軍質

g

ハンガリ=科学アカデ
ミー結晶物理研究所

主任研究員

上海交通大学計算機

科学科教授

ケルン大学原子核物理 元.6 7～

”一九
一九

物理学科 大塚助教授
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平成元年 3月 28日 卒業者

落 合 信一郎
相 馬 正 宜

奥 野 文 彦

久 保 克 維

定 方 康 明

田 中  徹

永 矢 純 一

真 鍋   浩
山 根 英 司

河 津 文 夫

加 藤 尚 志

後藤田 洋 伸

橋 本 伊知郎
森    毅

吾 妻 広 夫

田 村 浩 二

朝 原 治 一

大 高 明 浩

岡 本 拓 司

栗 原 一 嘉

坂 井   任

高 橋 宗 司

中 村   哲

永 尾 太 郎

羽 賀 隆 雄

堀   健太朗

向 井 秀 夫

山 田 知 之

山 下 由香和l
冨 岡 千 幸

国 越 健 司

藤 井 貴 也

勝   亮 三

雲   孝 夫

調   麻佐志

谷 □ 雅 治

平 田 昭 雄

宮 崎 泰 彦

雪 吉 雅 之

浅 見   賢
金 田 秀 則

柴 山 潤 理

平 手 伸 明
脇 田  建

嶋 作 一 大

中 村 浩 章

池 田 裕 彦

大 友 清 隆

奥 野 広 樹

香 村 芳 樹

櫻 井   信

高 橋 哲 夫

中 山 洋 子

永 野 輝 明

服 部 裕 司

本 間 道 雄

持 田   正

山 名 啓 雄

数  学  科
桧 垣 優 徳

東   孝 彦
河 井 真 吾

郡 司 隆 央

杉 本   徹
田 原 康 之

松 田 茂 樹

武 ,‖ 崇 之

吉 村   茂

情 報 科 学 科

池 田 拓 朗

神 谷 健 一

鈴 木   清

深 澤 寿 彦
渡 邊   隆

物 理 学 科

高 橋 邦 明

林   宣 宏

池 橋 民 雄

大 場 竜 二

金 田 修 明

ノ
Jヽ 西   秀

清 水 裕 子

竹 谷 純 一

長 澤 倫 康

成 島 武 成

林   正 彦
真 柳 浩 太

矢 吹 正 典

山 本 哲 史

天 文 学 科

櫻 井 直 子

梗 田 浩 司

海 田 孝 之

菊 池 和 徳

小富山 弘 樹

費 島   格
田 畑 邦 一

松 田   洋

森 本 晴 夫

吉 本 力 基

大 森 直 人

大 野 浩 司

清 野 和 彦
櫻 井   元

高野橋 雅 之

鳥 巣 浩 幸

松 橋 幸 平

森 本 祐 司

竹 内 純 一

浅 沼 達 彦

石 原   諭

Jヽ 川 一 路

草 部 浩 一

酒 井 博 隆

隅 野 行 成

中 島 龍 也

長 嶋 満 宏

野 村 晋太郎

福 久 良 司

宮 本 隆 志

山 川   央

伊 藤 員 理  猪 原 茂 和

川 崎  優  越 塚  登

中 野 裕 彦  中 村 公 治

前 田  薫  溝 上 敏 文

44名

684ζ

23名

武 井 伸 勝

山 内   淳
石 川 真一郎

小笠原 弘 之

神 田 晶 申

Jヽ 林 ネL 人

菅 原 祐 二

角 田 達 彦

長 澤   豊

野々村 禎 彦

廣 瀬 賢 二

光 岡   薫

山 岡 典 子

阪 本 成 一
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癖 旱]藁 太|

え 谷 ′枷素

武 井 藤 子

爆 嬌 獲 審

薔 妻 瞬 一

雇 崎 麦 彙

裁 illl.由 穫

機 闘1拳 子

絶 上  警
恭 陣  仁
趣 醸
‐

=綺
叛 本  章
鷲 井 俊 構

中 傑  嶋
権 群 讐 一

樹■上 群 ‐

腹 羅 哲 喜

鑽 非  戦
蹴 濃 徹 也 |

義螺物理学科

轄 本 博 志

加 藤 孝 志 ・

容 山  尚
山 申 庫 樅

江 lll尚 感:

蒼 本  萎
平 IJII轟 濃

嵩 本 真由姜‐

鮨  ‐

稿 対爆 史

諄 野 菱 雌

舞 藤 群 饉

警 ∫1l A・L子
謳   選 哉

農 』‖ 障|

真・ 螢 霙 1隆|

森  覇 書

``12141]     |

・末

篭̈

飼

真

啓̈

醸

章

問

・鑽

場

弁
一
艶

？

掌

離

吉

騨学fL

畷
「
J4満 一

大 量 裕 之

撃 間 罐 ‐之:

1画‐井  元
柴 姉 蕎 轍

都 甲 萎 史

深 .作 ‐真 文

三 鳴 謙 ニ

和賀弁  星|

一 国 蝉 之

嚢 瞭 孝:諏

後 藤  像
娠 恭  稔
鈴 木 :孝■麟

長 嶺  墓
裁 ′‖智 端

村 暉 士乃武

碁 砦 砲 麓

蹄 覇 蔭 樹

齊 議 螢
:雄

櫻 寿 蔓 博

扁 橋  嘉
爾 澤 櫂 行

機 村 工 1浩

毛 科 大■介

饉 野  懸
向 田 鷹 弘

ユi繹 赫時
菫駐 悽 明|

吉 回 塵,恵

み

・彦

営
．
奥

ふ

瞬

安

葛

議

醸

藤

藤

伊

硼

権

檜

・尚

．己

剛
一
子
・

藁

隆

機

貫

石

綱

村

閻

一大

一本

申
一

磐‐物|,L学 科

謳 欄 結

片 商 語 介

鐵 本 競 大

藁 鳥1興 ―

彦‐藤  隆
ル1上  穣
錯 ‐本 健 1之

雪 1曖  優
21名

彦

子

薩

公

藁

固

讐

翻

一
一
属

正

式

一製

津

庭

深

磯

志

遺

商

・意

翼

鳳

湯

柴 物 学 料

働 物動 |

見 學 剋 貯

藤i丼  元

笙 物1学 型

岬

腔々 木 信 蕎

酒 錦 態軒  齢 ホ 雅|―
森  育 技  山 本 直 之

山 下 博 史

10g

鈴 本 禅 弘|

超

〓ニ

・秀

総

・饗

翻

鍮

一贅

f名

峯 物 学 料

呻

種 井 麓 艦  西 評長‐家 蟄 郎

―-20‐
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地  学  科
帥醒・撃醜 |

鰺 井 修
= 
石 固  聡  岩 重 雄 治'大 村 1隕瑞  誕 磯 博 之

潟願 羹 罐  機 暴 瀬1澤  中 村 響 髄  顧 胴  勲  日 高 機 司|

星 井 構 之  三 角 幸 笙  望 月 鍵 書          .鵬

馳  学  科:、
中

爾 崎 曇 llJ 井 上 群Ⅷ !櫂 圏1裕 之  大 野 拓 也  福 山 浩 羮
朱 時 陽静       ｀              意名

t

'     合  計  霧66名

外 波
(0,月i同

航  者

物 理 枷 書 綴 山 軒 夫 アメリカ舗 回 計軸
～
綸 齢 賽 難

罐 勘 鞭 ち爾

信 物 ″ 囃 岬 ン フ ン ス
事‐造 』
～

鐵 予

動1輸   略   武 憫 滞 華  アメす力綴鞭雌 欝豊電～ 勲曇撰鐸
彗に縮 み祓 ため
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平成元年度科学研究費補助金採択 (内定)さ る

本年度科学研究費補助金の交付申請に対し, 4月       理学部関係の申請件数および採択件数は次表のと
27日付で,本学事務局経由により同補助金の採択       おりで,総額 945,950,000円 (遺伝子実験施設
(内定)の通知がありました。 (特別推進研究(J,       2,600,000円 :外数)でした。

12)は 7月 下旬交付内定のため未定)

平成元年度科学研究費補助金理学部申請・ 採択件数一覧表

平成元.61現 在

yF年は,申請件数 424件 ,採択件数 246件 ,採択率 53o7%であった。
( ) 継続申請 :内数   ○遺伝子実験施設 :外数

東京大学職員の永年勤続者表彰

平成元年 3月 31日付で,定年退職される下記職員       平成元年4月 12日 (水)午後 3時から神田学士会館
に対する総長からの表彰状・記念品が 3月 24日 (金)     において永年勤続者 (20年勤続)表彰式があり本学

正午,学部長室において藤田学部長から伝達された。     部では下記の方々が表彰を受けた。

記

化  学  中 田 賢 次
生  化  宮 崎 敏 夫

動  物  長 田 美 子

地   質  原 村   寛
鉱  物  梅 村 久 子

植 物 園  甲 斐 正 人

臨  海  石 渡 綾 子

事 務 部  皇   圭 介

言己

物  理  蔵 薗 希 望

化   学  山 本   学
事 務 部  根 本 豊 作
〃    北   英 介
″    若 林 則 子
″    安 田 正 子

区 分

研究種目
申請 件数

採 択 件 数
採択率

新  規 継  続 計

Ｏ

②

田

②

田

②

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

０

０

員究

階

は

Ｍ

粥

は

鵬

究

究

究

究

究

究

究

究

剛

進

進

別

別

域

域

研

研

研

研

研

研

研

研

船

噸

畔

研

硼

鰤

鰤

〈
口
〈
口
般

般

般

励

験

験

は励

特

特

が

が

重

重

総

総

一

一

一
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3月 20日 ,4月 10日 に理学部長と理学部職員組合

(理職)の定例の交渉が行われた。また,3月 10日 に

は理学院計画についての緊急学部長交渉 (和田理学院

計画委員長が出席)が行われた。その主な内容は次の

とうりである。

1.技術系職員の組織化問題について

3月 20日 の交渉では,4月 1日 には技術系職員の組

織化を実施しないことが研究所長会議と学部長会議で

了承されたのを受けて,理職がすでに組織案を提出し

てある理学部の対応を問うたのに対し,藤田学部長は ,

組織化は5月 1日 をめどに進めると聞いている,組織

化に必要な組織規定は企画委員会では了承されている,

私は3月 31日 までであるが,それを出すタイミングは

全学の状況を考えて決めると答えた。さらに, 3月 7

日に事務局長から下りてきた4月 1日 以降組織化を進

めるという通知をどう受けとめているのか問うたのに

対し,受け取っているが,期限が記してない通知でも

あり,こ れに応じてただちに組織規定を出すようなこ

とはしないと芥えた。理職は,組合との合意なしで ,

組織規定を本部に出さないようにと要求した。

4月 10日 の交渉では,理職が東京大学職員組合が出

した統一要求を示し,理学部でもこの線に沿った組織

化を行うように要求したのに対しては,和田学部長は ,

今初めて見るものであるので,これから検討したいと

答えた。また,新 しく小口委員会を引き継ぐ,田沢評議

員は,技術系職員の人達とよく話し合い,働きがいの

ある職場作りのために皆さんの知恵をお借りしたい ,

学部長とも相談して今まで蓄積されたものを引き継い

で行きたいと抱負を述べた。

2.理学院計画について

3月 10日 の緊急学部長交渉では,理職が「第 3次素

案」に反対する決議を手渡して,「第 3次素案Jの撤

回と改革論議の根本的な再検討を要求したのに対して ,

和田計画委員長は身分制としての助手制度は必要であ

ると明言したり,大学職員の昇格の劣悪さの原因は何

かと,逆に組合側に質問するといった問題発言を繰り

返し,理職の指摘に理解を示さなかった。3月 26日 の

交渉で,和田計画委員長は,教授会では,教養学部・

付置研究所との関連,助手制度の見直しについて意見

理 学 部 長 と理職 の交 渉

が出たのみで,挙手による評決の結果,賛成多数で今

後一年かけて「第 3次素案Jを基に検討を続けること

で了承されたと述べた。これに対して,理職は助手制

度の見直しを理学院計画に盛り込むべきであると主張

した。和田委員長は身分制度としての講座制の変更は

しない,全国大学に波及する事であり,問題が大きす

ぎると答え,助手制度は理学院とは切り離して議論す

べきであるとの考えを示した。また,理職が定員増は

理学院では不可欠であると主張したのに対しては,定

員増なしには理学院実現はあり得ないと答えた。 4月

10日の交渉では,「第 3次素案」を了承した3月 15日

の教授会直前に行われた素案の変更点のうち,学外者

を含めた広域理学院の研究成果評価委員会の設置につ

いて,大学の自治の観点等からして問題があると理職

が指摘したのに対し,和田学部長は,学外者による評

価は必要であり,教授会は評価委員会の決定を覆す事

ができると答えた。さらに,和田学部長は理学院調査

費として概算要求を出すこと,10月 末に「第 3次素案J

を基にした原案を出したいと発言した。

3.昇格改善要求について
理職は事務職員の昇格改善について,教室事務は裾

野の広い職場であり組織化には馴染まないことを指摘

し,た くさんいる3級の高位号俸者の昇格を,専門職

員として学部に付けることで進めてもらうよう要求し

た。また,事務主任の6級昇格の見通しについて,事

務長は,早 く実現するようにお願いはしているが,従

来はやめる1年前であると答えた。理職が,女性の事

務職員は昇格において差別されており,在級10年以上

でないとポストに付けないことを訴え,やめる2年前

昇格の最低限実現に希望は持てるのかと問うたのに対

して,事務長は何ともいえないと答えた。秘書の昇格

が 3級止まりであることから,そ の専門性を考慮して

専門職とすることで秘書の昇格改善を図って欲しいと

の要求に対して,和田学部長は専門職は無理だと思う

と述べた。技官の昇格改善については,組織化とは別

にイ子うように要求した。

4.教務職員の助手化について

理職が,教務職員の頭打ちの実状を資料を提示して

訴え,できるだけ早く助手化して,救済するよう要求
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したのに対して,和田学部長は,低賃金であるのはわ

かった,やめる半年前に助手化するよう努力している

と答えた。半年前でなくもっと早い時期にできないの

かと問うたのに対しては,待遇改善での助手ポストの

一時的流用としては半年前が限度である,それ以上は

普通の助手としての扱いになると答えた。

5.行 (二 )技能職員の 4級昇格について

事務長は,生化の人の昨年度の昇格要求が通らなか

った理由は在級年数の不足であると述べたのに対し,

理職は,化学の人の昇格条件は完全に満たされている

ので昇格を実現するよう要請した。これに対しては ,

事務長は,そ のように申請すると答えた。

6.賃上げ問題,春闘について

同じ国家公務員でも他省庁では退職する時に7,8

級は当然であるのに,大学職員はようやく,退職時に

3級であるという実態が解消されたところで,4～ 6

級でやめるという状態であると大学職員の低賃金を訴

えたのに対して,和田学部長は,なぜ格差があるのか

と,理職に問うた。理職は,他省庁では上位級をとっ

てくるための努力をし,方策を考えて実現してきてい

る,大学職員の劣悪な待遇は,当局の怠慢が原因であ

ると答えた。さらに,理職は事務長制 (事務長は 7～

8級)の理学部と事務部長制 (事務部長は8～ 9級 )

の工学部などの間には,全体として待遇格差がある,

また他省庁では専門職員を利用して上位級を追求して

いる,などの事務系職員の例をあげ理学部当局の工夫

がたりないと訴えた。大学職員の待遇が遅れている事

実を踏まえて,学部長は文部省なり,総長への上申等

を要請したのに対して,和田学部長は,文部省にはど

うやって働きかけたらよいかわからないが,総長には

上申すると答えた。

7.研修費について

理職が,63年度理学部予算の中で連絡経費の内,事

務・技術職員研修費として 299,000円 計上されてたが ,

どの様に使われたのか内訳を問うたのに対し,事務長

は調べてお知らせすると答えた。理職は,技術職員の

内この研修費を使えるのは名大プラズマ研究所,分子

科学研究所,高 エネルギー物理学研究所主催の技術研

究会へ出張する人だけであり,他の分野の出張はその

研修費を利用できない。また,旅費が出ない人は有給

休暇をとって研修している,このような技術職員にも

研修費も出せるようにしてはしいと要請した。これに

対し,和田理学部長はすぐにやるとここでは言えない

が,検討すると答えた。

各号館 (運営委員)長名簿
(平成元.4 1現 在)

号館名 所属 職名 氏 名 内線番号 任 期

1 物  理 教  授 井 野 正 4208 7E.41～ 2 331

2 人  類 教  授 遷 藤 萬 里 4483 元.41～ 元.731

3 天   文 教  授 堀    源 一 郎 4257 九 .41～ 2. 331

4 物  理 教  授 壽 榮 松  宏  仁 4127 九.41～ 2 331

5 数  学 教  授 増 田 久 弥 4049 7L.  4.1 - 2   3  31

7 情  報 教  授 後 藤 英 4113 九 ,41～ 2 331

化 学 化  学 教  授 岩  村     秀 4356 死.41～ 2 331

(2号館 :4ケ 月交替 動物 → 地理 → 植物 → 人類 → 動物)
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F

編 集 後 記

皆様,今回の理学部広報の表紙はいかがでしょうか? 少しでも親しみやすく読みやす
い広報にできないものかと編集委員会で考え,一新したものです。 2色刷りとなったこと

もありますが, これまでのものよリモダンで親しみやすいものになったのではないかと,

編集子は自己満足しております。表紙などのデザインについては人によって好みも異なり,

おほめいただく方もあれば元のままで良いという方もおられると思いますが, ご意見を承

りますればと存じます。

理学部広報の存在意義につきましては前編集委員長の高橋先生 (植物)の 20巻 4号の編

集後記にもありますように意義を認める人認めない人,いろいろおられるとは存じますが,

理学部内のコミュニケーションの場としてそれなりの役害1を果たしてきたことは明らかで

す。また昨年より,現理学部長 和田昭允先生の発案により理学部研究ニュースの欄が新

設されました。これは広報を内部のコミュニケーションの場としてだけではなく,積極的

に外部の人に東大理学部について知っていただくという宣伝誌の側面も強めようと言うこ

とを意図しているわけです。実際,新聞社,通信社の記者の方から, この研究ニュースを

きっかけとして記事を書かれたということを10余件聞いております。各教室の主任の先生

方にはお手数をおかけすることになりますが今後とも積極的に研究ニュース欄にご投稿下

さいますようお願い申し上げます。

世の中はいま宣伝の時代だそうで,多 くの国立研究所からはカラー印刷の大変立派な広

報誌が発行されております。貧乏世帯である我が理学部には真似のできないことですが,

三鈴印刷のご協力の元に表紙の 2色昴1り と若千の紙質向上を計ることができました。この

グレードアップにも、さわしいように内容もより充実できればと意気込んでいる次第です。

(佐藤)
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